
株式会社宝島社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：蓮見清一）は、第18回 『このミステリーがす
ごい！』大賞受賞作の『紙鑑定士の事件ファイル 模型の家の殺人』を2020年１月10日に発売します。

本書は、紙鑑定士とプラモデル造形家の二人組みが謎に挑むミステリーで、紙やプラモデルに関するユ
ニークな蘊蓄が至るところにちりばめられています。選考委員より、「紙鑑定士に模型のモデラーという未知
のキャラクターに惹かれた」「マニアックな蘊蓄が面白いだけでなく、それらの知識がしっかり事件に絡んで
いる」と個性的なキャラクターや仕掛けが高い評価を得ています。

著者の歌田年（うただ・とし）氏は、29年間の出版社勤務中にプラモデルと紙の専門的な知識を培いまし
た。「自分の専門性を活かした作品ならば他に類がないので、この題材を扱うことで賞を狙いにいった」と
戦略を語っています。

また本書は、物語の設定だけでなく、事件の謎を解く重要証拠品となる紙を実際に本の中に綴じ込んだ、
他にない仕掛け本となっています。さらに、ページごとに紙を変えた作りで、物語の本筋と一緒に紙の違い
を読者が楽しめる内容となっております。

『このミステリーがすごい！』大賞は、ミステリー＆エンターテインメント作家・作品の発掘・育成を目的に、
2002年に創設した新人賞です。これまで、第153回直木賞受賞者の東山彰良氏や、累計1000万部突破の
『チーム・バチスタの栄光』シリーズの海堂尊氏などの作家を輩出してきました。

受賞作品の多くはベストセラーとなり、『さよならドビュッシー』（中山七里、2013年映画化・主演：橋本愛、
2016年テレビドラマ化・主演：黒島結菜・東出昌大）など、映像化作品も多数世に送り出しています。

受賞者のインタビューも可能ですので、是非、取材をご検討いただけますと幸いです。『このミステリーが
すごい！』大賞は、これからも新しい作家・作品を発掘・育成し、業界の活性化に寄与してまいります。

人と社会を楽しく元気に

2019年12月12日

歌田年（うただ・とし）

1963年4月生まれ。東京都在住。明治大学文学部卒業。出版社勤務を経て現在はフリー編集者、プラモデル造形
家。出版社では20年間模型雑誌の編集を行っていたほか、５年間生産管理部で印刷用紙の調達に従事していたそ
の中で得た模型と紙に関する知識を活かして本作を執筆。

模型の家の殺人』

事件の証拠品となる「紙」が付いた初の仕掛けミステリー本

読んで、触って、謎を解く！第18回『このミス』大賞受賞作
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『紙鑑定士の事件ファイル 模型の家の殺人』

発売予定日：2020年1月10日
予価：本体：1380円＋税、四六判

今回の作品は模型と紙に特化した
内容です。プラモデルの造形も小説の
創作も私にとっては似ています。
最初に大枠を決めて後から細かな
描写を足し算していく作業です。
これからもディテールにこだわった
作品を生み出していきたいです。

２枚目 著者インタビュー

『紙鑑定士の事件ファイル



初めて小説を書いてみたい！と思ったのは中学２年生の頃。読書家だった母親の影響もあったと思いま
す。幼い頃には童話全集、中学生になった頃にはSFものをたくさん読んでいました。ただ漠然と「小説が
好き」という思いのまま、大学へ進学。興味のある“文学部”へ進学しました。４年生になると、そこは手堅
く“就職”の道を選んだんですね。その中で選んだのが大好きな活字関係の“出版”という業種でした。 そ

こから29年の会社員生活が始まります。そこで模型専門誌をずっと担当していました。編集でありながら、
自ら模型を作ることも。約25年編集者を続けたあと、印刷用紙の調達をする生産管理部へ異動となりま
す。まさか自分が未知の分野の“紙”の世界に入るなんて……。当時はそう思っていました。生産管理部
を４年経験し、退職。フリーランスの編集者、プラモデルの造形家として活動する傍ら、本格的な執筆活
動が始まります。

【中学２年のときに抱いた夢をついに実現！】

私自身、情景やディテールが詳細に書かれた小説が好きなんです。今回の作品にも、様々な情景やディテ
ールを細かく表現しました。訪れたことがない場所はGoogleマップのストリートビューを活用したりして。そんな
性格を登場人物にも反映させていたりします（笑）。
模型、造形、紙、それぞれの分野に詳しい人が思わず「おっ！」と思ったり、うんうん頷いてしまうディテールを
書いてみました。ぜひ業界の方にはその一文を見つけていただいて、くすっとしていただきたいですね。また私
自身、ミステリーはもちろん、SFや冒険小説やハードボイルドの作品も大好きなんです。同じようなジャンルを
好きな人にとっても、「あれ、これってもしかして？」と気づいてもらえる一文や名称が出てくるので、いろんな
分野の方に楽しんでいただける作品になったと思います。
また、作中に登場する紙を単行本の装丁に使用するアイディアをなにげなく提案してみたら、そこから話が広
がって行き採用されました。作品の重要な証拠品になる実物が本の中に仕掛けられています。また、ページ
ごとに紙が異なるので、読んで楽しんでいただくのは勿論、紙を手で触った感触、色の違いなども楽しんでい
ただければと思います。まさに主人公の紙鑑定士と同じように、紙の素晴らしさを体感してください。

執筆19年目にして『このミス』大賞受賞!

著者はプロのプラモデル造形家！
聞き手・ライター：布施京子

2000年初頭から少しずつ執筆を始め、コンテストへの応募を繰り返していました。選考段階で落ちたり、最終
まで残っていても最後で賞を逃すことも。スタートから19年、やっと『このミス』大賞で大賞をいただくことができ
ました。今回はけっこう戦略的に内容を考えていたんです。今までにない題材、自分の専門知識を活かせるテ
ーマは何かと考えていたなかで思いついたのが、今回の題材の「模型」と「紙」だったんです。紙鑑定士は生産
管理部に配属になったときに得た知識を、伝説のモデラーは趣味であり仕事であった模型、造形の知識が活
かされています。それぞれの性格も私自身の性格をふたつに分けて書き分けています。

【紙と模型の知識をフルに活かし、19年目で大賞受賞!!】

【ギミック、ディテールにこだわりました】

今はプロモデラーとして活動も行っており、2017年と2019年には造形の
個展も開きました。 今は仕事としても趣味としても楽しんでいます。市販の
プラモデルだけでなく、完全オリジナルの造形作品も存在します。自分もそ
ういったものを創作し、模型・造形の素晴らしさを伝えていきたいです。
（※右は歌田氏による作品）

【気になる今後の活動は？】
今後もハイペースで精力的に執筆をしていきたいと思っています。「模型」「紙」の世界はまだまだ奥が深い
ので、本作の評判がよければ是非とも続編を書きたいですね。その他でも、実はまだどこにも公開していない
作品がひとつあるんです。ミステリー、SFはもちろん、私は海外もののハードボイルドのようなストレートな探偵
物も好きなので、そういった作品にも挑戦していきたいと思っています。

【プラモデル造形の素晴らしさも世に広めたい】


